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緩和ケアチームにおけるの非がん患者への介入状況と今後の課題 

 

１．研究の対象 

2016年 4月～2019年 3月、2022年 4月～2025年 3月に当院で緩和ケアチームが

介入を行った患者さん 

 

２．研究目的・方法 

１）研究目的：緩和ケアチームでは、主にがん患者さん・家族の病気や治療による身体

のつらい症状や気持ちのつらさ、生活上の困り事などに対し、多職種で構成された

チームで介入し、様々なつらさの緩和を行っています。近年がん患者さんだけでな

く非がん患者さんへの緩和ケアの需要が高まっており、当院の緩和ケアチームでも

非がん患者さんへの介入が増えています。 

本研究では、下記期間に緩和ケアチームが介入を行った非がん患者情報から、現

状把握とこれからの課題を明らかにし、今後緩和ケアチームが介入する非がん患者

さん・家族の苦痛の軽減や問題解決につなげていくことを目的としています。この

研究を行うことで、非がん患者さん・家族に対する緩和ケアの質向上に貢献できる

と考えています。 

 

２）研究期間：倫理委員会承認日～2031年 3月 31日 

 

３）研究方法：「緩和ケアチーム評価：がん」「緩和ケアチーム評価：非がん」「緩和

ケアチーム転帰」のテンプレート内容を統計ソフトを用いてデータ抽出を行い、非

がん患者さんとがん患者さんのデータを比較してどのような介入の違いがあったか

を検討します。 

 

４）利用又は提供を開始する予定日：2026年 5月 20日 

 

３．研究に用いる情報の種類 

   依頼内容・実際の介入内容（痛みや痛み以外の身体的症状、精神的症状、家族に対

するケア、倫理的問題、療養場所に関することなど）、性別、年齢、疾患、チーム

介入が終了となった要因など 

 

４．お問い合わせ先 

 本研究に関する質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせください。 
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ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報および知的財産の保護に支障がない範囲

内で、研究計画書および関連資料を閲覧することが出来ますのでお申し出ください。 

  また、情報が該当研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人

の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申し

出ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

  紹介先および研究への医療を拒否する場合の連絡先：竹村 沙布 

  高知大学医学部附属病院 高知県南国市岡豊町小蓮 185-1 

  看護部 088-866-5811 
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研究責任者：竹村 沙布 高知大学医学部附属病院看護部 

 


